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ご注意 

１ 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

２ 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

３ 富士通アイソテック株式会社の許可なく複製・改変などを行うことはできません。 

４ 本書は内容について万全を期して作成致しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがありましたら、 

お買い求めの販売店にご連絡ください。 

５ 本製品の機能の一部は使用する環境あるいはソフトウェアによってはサポートされない場合があります。 

６ 運用した結果の影響については 4項および 5項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

 

 
 

Copyright 2016 Fujitsu Isotec Limited. 

富士通アイソテック株式会社の許可なく複製・改変など行うことはできません。 
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Microsoft、Windows、Windows Server、Internet Explorerは米国 Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標で

す。 

Ethernetは、米国ゼロックス社の商標です。 

Adobe、Acrobat、Acrobat Reader、Adobe Readerは Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の商標です。  

その他記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 

 

 

 

 

 

OS の表記について 

Windows 10は Microsoft Windows 10 Home operating system、Microsoft Windows 10 Pro operating system、および Microsoft 

Windows 10 Enterprise operating systemの略です。 

Windows 8.1は Microsoft Windows 8.1 operating system、Microsoft Windows 8.1 Pro operating system、および Microsoft Windows 

8.1 Enterprise operating system の略です。Windows 8 は Microsoft Windows 8 operating system、Microsoft Windows 8 Pro 

operating system および Microsoft Windows 8 Enterprise operating system の略です。Windows 7 は Microsoft Windows 7 Ultimate 

operating system および Microsoft Windows 7 Enterprise operating system、Microsoft Windows 7 Professional operating system、

Microsoft Windows 7 Home Premium operating system、Microsoft Windows 7 Starter operating system の略で す。Windows Vista は

Microsoft Windows Vista Ultimate operating system および Microsoft Windows Vista Enterprise operating system、Microsoft 

Windows Vista Business operating system、Microsoft Windows Vista Home Premium operating system、Microsoft Windows Vista 

Home Basic operating systemの略です。 

Windows Server 2012 は Microsoft Windows Server 2012 operating system, Standard, Microsoft Windows Server 2012 operating 

system, Essentials, Microsoft Windows Server 2012 R2 operating system, Standard, Microsoft Windows Server 2012 R2 

operating system, Essentials の略です。Windows Server 2008 は Microsoft Windows Server 2008 operating system, Standard およ

び Microsoft Windows Server 2008 operating system, Enterprise, Microsoft Windows Server 2008 R2 operating system, Standard、

Microsoft Windows Server 2008 R2 operating system, Enterpriseの略です。 
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はじめに 
 

プリントサーバーの設定は、初心者および管理者向けに多彩なツールを用意し、添付のソフトウェア CD-ROM に収録してい

ます。 

 

本書をお読みになり、プリントサーバーを十分にご活用ください。 

 
 

本文中で使用する記号の意味 

このマニュアルでは、本文中で次の 2 種類の記号を使っています。それぞれの記号について説明します。 

 

記   号 内 容 

 

 
この注意事項および指示を守らないと、本製品が故障するおそれがあります。また、システムの運用に影響を与える 

ことがあります。 

 

 
この注意事項および指示を守らないと、本製品が正しく動作しないことがあります。 
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プリントサーバーについて 

 

 

プリントサーバーは、10BASE-T/100BASE-TX に対応しています。プリントサーバーをご利用いただくとイーサーネット

とプリンターを直接接続するので、イーサーネットケーブルが敷設されている場所であればプリンターを設置すること

ができます。 

イーサーネット内であれば、1 台のプリンターを複数のユーザーで共有することもできます。 

 
さまざまなプロトコルに対応  

TCP/IP、HTTP、Telnet などのプロトコルに対応しています。 

10BASE-T/100BASE-TX に対応 

ネットワーク内の通信速度に合わせて自動的に切り替わります。 

IPP(Internet Printing Protocol)に対応  

印刷プロトコルの IPP を搭載しています。IPP を利用すれば、インターネットを通じて遠隔地にあるプリンターに対

して印刷を行うことや、遠隔地からの印刷を受けることができます。 

HTTP 搭載で WWW ブラウザーから設定可能 

Microsoft Internet Explorer などの Web ブラウザーを利用して、プリントサーバーの設定やプリンターの状態を確

認することができます。 

IPv6 に対応  

次世代インターネットプロトコルの IPv6 に対応しています。LPR や IPP などの印刷プロトコルを用いた印刷操作や

TELNET・HTTP を用いたプリントサーバーの設定・操作ができます。 

 特 長                
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製品に必要な環境は、以下のとおりです。 

 
ネットワークに接続するために必要な機器 

・ ストレートネットワークケーブル（10BASE-T 環境ではカテゴリー3 以上、100BASE-TX 環境ではカテゴリー5 以上） 

・ イーサーネットハブ（HUB） 

・ プリンター本体 

 
対応 OS 

• Windows 10/8.1/8/7/Vista または Windows Server 2012/2008 日本語版 

 
対応コンピューター 

ネットワークインターフェースを持ち、上記 OS が動作するコンピューター 

 

 

 
 

接続対象プリンター 

• PR-LN1L(プリントサーバー)...........FP-43L シリーズ 

 
動作環境 

 

動作条件 内   容 

動作環境 温度：5 ～ 38℃ 

湿度：25 ～ 85%（ただし結露状態でないこと） 

保管環境 温度：-25 ～ 60℃ 

湿度：0 ～ 90%（ただし結露状態でないこと） 

適合規格 VCCI Class-B 

 動作環境                    

本製品と接続している 
プリンター Windows 10 Windows Vista 

FIT Print Server 
Port（LPR） 

FIT Print Server 
Port（LPR） 

FIT Print Server Port 
（LPR） 

FIT Print Server 
Port（LPR） 

FIT Print Server 
Port（LPR） 

Windows Server 2008/2012 Windows 8.1/8 Windows 7 
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プリントサーバーを取り扱うときには次の点について注意してください。 

 
プリンターを確認する 

プリンターに添付のマニュアルを参照して、本製品がプリンターに取り付けられることを確認してください。 

指定のネットワークケーブルを使用する 

ネットワークケーブルはストレートケーブルをご用意ください。10BASE-T 環境の場合、カテゴリー3 以上のストレー

トネットワークケーブルが必要です。100BASE-TX 環境の場合、カテゴリー5 以上のストレートネットワークケーブル

が必要です。 

ネットワーク管理者（アドミニストレータ）が作業する 

プリントサーバーを取り付けたプリンターのネットワークへのインストールは、ネットワーク管理者が行ってください。 

 使用上のご注意              
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1 章   機器の説明と接続 
 

1-1 各部の名称を確認する 

プリントサーバーの各部の名称と機能について説明します。使用する前にそれぞれの名称と位置などを確認してくださ

い。 

 
 

プリントサーバー 

 

 

Push スイッチ 

自己診断印刷や出荷時の状態への初期化を 

行うことができます。 

ネットワークポート 

（10BASE-T/100BASE-TX） 

ネットワークケーブルを接続します。 

Status LED（橙） 

ケーブルロック穴 

USB ケーブルをプリンターに接

続した際にケーブルを固定する

ケーブルロック（添付品）を差

し込む穴です。 

通信中に点滅します。 
 

Link LED（緑） 

10BASE-Tまたは 100BASE-TXで接続 

が確立されると点灯します。 

NIC パネル（L） 

プリントサーバー専
用のパネルです。 

パネル正面 

Ethernet アドレス    

プリントサーバー裏面 
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Push スイッチの操作 
 

プリントサーバーのパネル正面にある Push スイッチの操作について説明します。 

 

工場出荷設定への初期化(Factory Default) 自己診断結果と設定情報の印刷 

(Diagnostic/Configuration Print) 
 

プリントサーバーの設定を工場出荷時の設定に戻すこと

ができます。 
 

1 プリンターの電源を OFF にします。 

2  プリントサーバーの Push スイッチを押したまま、 

プリンターの電源を ON にします。 

そのまま Push スイッチを 2秒以上押し続けると、工場

出荷時の設定に初期化されます。 

プリントサーバーの自己診断結果と、設定情報を印刷しま

す。 
 

1 プリンターの電源を ON にします。 

2  プリンターが印刷可能な状態（ONLINE ランプ点灯） 

でプリンターに用紙がセットされていることを確認 

します。 

 

3 Push スイッチを 2秒以上押し続けます。 

スイッチを放すと自己診断結果と設定情報が印刷されま

す。 

 

 

 

 

 
 

プリントサーバー裏面の確認 

以下の手順でプリントサーバー裏面にある Ethernet アドレスを確認できます。 

 

1 プリンターの電源が OFF であることを確認し、プリ

ンターの電源コネクターを取り外します。 

 

 

2  プリンターを裏返し、ロアカバーを固定しているジ

を外してロアカバーを取り外します。  

 

 

 

 

 

プリントサーバーの裏面を確認した後は、必ずロア

カバーを取り付けて、取り外したネジで固定してく

ださい。 

 

 

Push スイッチを放しても印刷が開始されない場合

は、再度 5秒位を目安に押し続けてから放す作業を

行ってください。 

 

 

・ Push スイッチの押している時間が短い場合は、

Status LED が 1 秒周期で点滅しますのでその場合

はプリンターの電源を OFF して、再度初期化の操作

を行ってください。 

・ 初期化操作を行った場合は、自己診断/設定値印刷

を行って初期化されていることを確認してくださ

い。 
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1-2 ネットワークに接続する 
 

 

 

プリントサーバーをネットワークに接続するためには、以下のものが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

イーサーネットハブ（HUB） ネットワークケーブル 

（ストレートケーブル） 

 
 

1 プリンターの電源を OFF にします。 2 プリントサーバーのネットワークポート(10BASE-

T/100BASE-TX）にネットワークケーブルを接続し

ます。 

    

  
3 イーサーネットハブ（HUB）にネットワークケー

ブルのもう一方を接続します。 

 

 

 
100BASE-TX環境でお使いの場合は、100BASE-TX対応のイーサーネットハブ（HUB）とカテゴリー5以上のネットワークケー

ブル、10BASE-T環境でお使いの場合は、カテゴリー3以上のネットワークケーブルをご用意ください。 
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1-3 電源を ON にする 

プリンターおよびプリントサーバーが正しく取り付けられ

たことを確認します。プリンターの電源を ON にして、プリ

ンターが正常に動作することを確認してください。プリン

ターのランプとその表示の意味についてはプリンターのユ

ーザーズマニュアルを参照してください。 

 

 

 

 

 

背面にある Link LED が点灯することを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Link LED（緑） 
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1-4 自己診断テストや設定内容を印刷する 
 

 

 

プリントサーバーは、Push スイッチの操作によって自己診断を行い、その結果を出力する機能（自己診断／設定内容の

印刷）を搭載しています。自己診断では、ハードウェアやネットワークのテストを行うので、故障の原因やネットワー

クインターフェースの状態を確認することができます。自己診断結果に NG がある場合は、「6 章 困ったときは」をご

覧ください。 
 

 

 
 

 

プリントサーバーの自己診断の印刷例を以下に示します。 
 

 

 自己診断印刷例             

プリンターが印刷可能状態（ONLINEランプ点灯）で Pushスイッチを 2秒以上押し続けて放してください。自己診断の印刷例を

次に示します。 

 
・ 自己診断／設定内容の印刷を行う場合は、必ずプリンターに用紙幅が 105mm以上の用紙がセットされていることを確認

してください。 

・ プリントサーバーを初めて使用する場合は必ず自己診断テストを印刷してください。 
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自己診断の印刷後に続いてユーティリティーなどで設定した内容が印刷されます。設定内容の確認や変更時の確認にご

利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設定内容印刷例              

～
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2 章   ソフトウェアのインストール 
 

この章では、Windows 環境からプリントサーバーの初期セットアップを行う方法と、プリントサーバーとお使いのコンピ

ューターの間で印刷データなどの通信をするためのプリンターポートのインストール手順について説明します。プリント

サーバーの初期セットアップは、プリントサーバーに添付のソフトウェア CD-ROM の「Quick Setup」をお使いになること

をお勧めします。「Quick Setup」は、簡単なウィザード形式になっています。 

 

セットアップ後、3 章以降からお使いのオペレーティングシステムにあった説明を参照してコンピューターへのプリンタ

ーポートの追加からプリンタードライバーのインストールを行ってください。また、プリントサーバーの詳細な設定や内

容確認をするためには「5 章 Web Setup の利用」をご利用ください。 

 

2-1 ソフトウェアを起動する 
Windows 10/8.1/8/7/Vista/Server 2012/2008 で動作しているコンピューターで、プリントサーバーをご使用になる場合、

ソフトウェア CD-ROM のインストールプログラムを使ってソフトウェアをインストールします。ソフトウェア CD-ROM は、

CD ドライブにセットするだけで自動的にメニュープログラムが起動します。 

 
ここでは、Windows 7 を例にとり、ソフトウェアのインストール手順を説明します。 

 

 
 

1 Windows 7 日本語版を起動します。 

 

2 ソフトウェア CD-ROM をセットします。 

メニュープログラムが自動的に起動して、メインメニュ

ーの画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

3 ［LAN ソフトウェアの起動］をクリックします。 

 

  

お使いのコンピューターによっては、自動的にメニュープ

ログラムが起動しない場合があります。その場合は、CD-

ROM のルートディレクトリーにある「Setup.exe」を実行し

てください。 

 

 

操作中に［ユーザーアカウント制御］ダイアログボ

ックスが表示された場合は、表示されたメッセージ

に従って管理者のパスワードの入力または［許可］

（または［続行］）の操作をして先に進んでくださ

い。 

[自動再生］の画面では［Setup.exe の実行］をクリ

ックしてください。 
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4 インストールするソフトウェアを選択して、アイコンを

クリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

［お読みください］のアイコンをクリックし、「FIT Print 

Server User Software使用上の注意」をお読みください。CD-

ROMの内容、ユーティリティーの利用方法や制限事項が記載さ

れています。 
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2-2 ソフトウェア CD-ROM について 

ソフトウェア CD-ROM は、Windows 10/8.1/8/7/Vista/Server 2012/2008 のコンピューター環境に対応したソフトウェアを

提供しています。 
 

本プリントサーバーソフトウェアメニューの構成は以下のとおりです。 

 

 
Quick Setup 
プリントサーバーを簡単に設定するためのインストールウィザードが起動しま

す。印刷を行うまでの最低限必要なプリントサーバーとコンピューターの設定を

行います。プリントサーバーをはじめてお使いの方向けです。詳しいインストー

ル手順については次ページからの「Quick Setup」をご覧ください。 

お読みください 
本 CD-ROMを使用する上での注意事項が記載されています。 
ご使用になる前に、必ずお読みください。 

AdminManager 
AdminManagerが起動します。 

マニュアル 
プリントサーバーのオンラインマニュアルが起動しま

す。マニュアルを読むためには Adobe Acrobat Reader

または Adobe Readerが必要です。 

「FIT Print Server Port のインストール」 
Windows 10/8.1/8/7/Vista/Server 2012/2008からプリンターへ直接印刷す

るためのネットワーク印刷クライアントソフトウェアをインストールしま

す。TCP/IPの「LPR」、「Raw（9100ポート）」または「IPP」印刷プロトコ

ルを選択することができます。新たに印刷環境をコンピューターに設定され

る方は、インストールしてください。 
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2-3 Quick Setup 
「Quick Setup」は、プリントサーバーを利用するための簡易インストールウィザードです。ご使用の Windows とプリント

サーバーの基本的な設定を一連の操作で行うことができます。インストールウィザードの説明に従ってください。以下に

示すフローは、インストール方法の概要です。 

セットアップ後、プリントサーバーの詳細な設定や内容確認をするためには「5 章 Web Setup の利用」をご利用ください。 

 

 

 

「Quick Setup」は TCP/IP プロトコルを使用してプリントサーバーを検索し、設定を行います。ご利用のネットワークコ

ンピューターに TCP/IP プロトコルがインストールおよび設定されている必要があります。 

 

 

 
 

 

 

 

• セットアップ開始の前に Windowsファイアウォールの例外リスト登録の確認画面が表示された場合、［いいえ］を選択す

ると、プリントサーバーの検索が行えない場合があります。 

• Quick Setupでご使用の Windowsとプリントサーバーの基本的なセットアップを完了したら、コンピューターに「FIT 

Print Server Port」をインストールします。「2-4 FIT Print Server Portのインストール」へ進んでください。 

設定内容の確認 以上の設

定を確認します。 

 

 
 

ようこそ  

セットアップを開始します。 

 

 

 

 
使用許諾契約書  

本アプリケーションを使用する方は、
使用許諾契約書に同意します。 

 

 

 

 
設定するプリントサーバーの選択  
設定を行うプリントサーバーを選択します。 

 

 

 

 
TCP/IPの設定  
TCP/IPに関する設定を行います。 
 

 

 

 

 
設定内容の確認 

以上の設定を確認します。 
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・ システムの変更に関わる操作をする際に管理者権限

を持ったパスワードの入力を要求されます。表示さ

れたメッセージに従って管理者のパスワードの入力

または［許可］（または［続行］）の操作をして先

に進んでください。 

・ Windows ファイアウォールの例外リスト登録の確認 

画面が表示された場合、［はい］を選択してセット

アップを進めてください。 

 

ここでは、Windows 7 を例にとり、セットアップの手順を説明します。 

 

 

1 プリントサーバーを取り付けたプリンターの電源を

ON にします。 

 

2  コンピューターにソフトウェア CD-ROM をセットしま

す。 

メインメニューが起動します。 

4 ［Quick Setup］ボタンをクリックします。 

［Quick Setupウィザード］が起動します。 

 

 

 

Windows 7の場合に表示される［自動再生］の画面では 

［Setup.exeの実行］をクリックしてください。 
 

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

3 ［LAN ソフトウェアの起動］ボタンをクリックしま

す。 

 

5 ［次へ］をクリックします。 

プリントサーバーのセットアップを行います。 
 

  

お使いのコンピューターによっては、自動的にメニュー

プログラムが起動しない場合があります。その場合は、

CD-ROMのルートディレクトリーにある「Setup. exe」を

実行してください。 
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ここで設定する IPアドレスは、使用するコンピューター

と同一のセグメントにする必要があります。 

 

6 「使用許諾契約書」の内容を確認し、［はい］をクリ

ックします。 

許諾契約書に記載の内容に同意すると、ネットワー

ク上のプリントサーバーが検索され、一覧に表示さ

れます。 

8 ［次へ］をクリックします。 

TCP/IPの設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

7 セットアップを行うプリントサーバーを一覧から選択

します。 

「Ethernet アドレス」のボックスには「84:25:3F」ま

たは「00:80:92」で始まる 6 桁の英数字が入ります。

一覧にセットアップするプリントサーバーが表示され

ていない場合は、プリントサーバーを取り付けたプリ

ンターの電源が ON になっていることを確認して［再検

索］をクリックしてください。それでも表示されない

場合は、［Ethernet アドレス］ボックスに直接入力し

てください。 

9  IP アドレス、サブネットマスク、およびデフォルト

ゲートウェイアドレスを入力したら、［次へ］をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
 

 

［次へ］をクリックすると、「Quick Setup」で設定された内

容が表示されます。 
 

 

 

 

 

• ネットワーク環境によっては「Ethernet アドレ

ス」の検索に 1 ～ 2分かかる場合があります。 

• 複数のプリントサーバーがネットワーク上に存在

する場合、Ethernet アドレス、機種名を十分確認

の上、間違いがないようご注意ください。製品固

有の Ethernet アドレスは、自己診断/設定内容の

印刷結果またはプリントサーバーの裏面に記載さ

れています。 

 

（例：84:25:3F:01:11:17） 
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10 設定内容を確認します。 

 

11 間違いがなければ、［実行］をクリックします。 

13 ［完了］をクリックして Quick Setup を終了しま

す。 

 

 

 
 

 

 

12 パスワードが設定されていれば、パスワードを入力

し、[OK]をクリックします。 

設定内容がプリントサーバーに送信されます。 
 

 

入力した項目を修正したい場合は、［戻る］をクリックし、

修正したいダイアログボックスに戻り設定し直してくださ

い。 
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2-4 FIT Print Server Port のインストール 
お使いのコンピューターからプリントサーバーに印刷データを送るためにはお使いのコンピューターにプリントサーバ

ー用のプリンターポートをインストールする必要があります。このプリンターポートを「FIT Print Server Port」と 

呼びます。 

FIT Print Server Port には、LPR クライアント（本プリントサーバー専用）および IPP クライアントの機能があります。 

 

 

 

ここでは、Windows 7 を例にとり、ソフトウェアのインストール手順を説明します。 

 
 

1 Windows 7 日本語版を起動します。 

 

2 ソフトウェア CD-ROM をセットします。 

メインメニューが起動します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

Windows 7の場合に表示される［自動再生］の画面では 

［Setup.exeの実行］をクリックしてください。 

3 ［LAN ソフトウェアの起動］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

4 ［FIT Print Server Port のインストール］をクリック

します。 

［FIT Print Server Portのインストール］ウィザードが起動

します。 

 

 

 
 

•本プリントサーバーでのみ使用できます。他の製品には使用できません。 

お使いのコンピューターによっては、自動的にメニュープ

ログラムが起動しない場合があります。その場合は、CD-

ROMのルートディレクトリーにある「Setup.exe」を実行し

てください。 



18  

  

 

5 ［次へ］をクリックします。 

FIT Print Server Portのセットアップを行います。 

8 プログラムフォルダを選び、［次へ］をクリックします。 

インストール開始画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 ［使用許諾契約書］の内容を確認し、［はい］をク

リックします。 

使用許諾契約書に記載の内容に同意すると、インスト

ールするファイルのコピー先が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 インストール先を選び、［次へ］をクリックします。 

インストールするプログラムフォルダが表示されます。 

 

9 ［開始］をクリックします。 

FIT Print Server Port のインストールを開始します。

インストール中、プログレスバーが表示され、インス

トールの進行状況が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

インストールを完了すると、FIT Print Server Port の

設定を確認する画面が表示されます。 
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10 FIT Print Server Port の設定を行うか、行わない

かを選択して、［完了］をクリックします。 

“FIT Print Server Port の設定を行いますか？”で

［いいえ］を選択した場合は、FIT Print Server Port

のインストールは以上で終了です。この後の章を参照

して、各 OS 別に目的のポートの追加やプリンタードラ

イバーのインストールを行ってください。 

 

 
 

“FIT Print Server Portの設定を行いますか？”で

［はい］を選択した場合は、目的のポートを追加するた

めのセットアップウィザードが始まります。3-4節また

は 4-4節を参考に手順を行ってください。 
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3 章   Windows 10/8.1/8/Server 2012 の

セットアップ 
 

この章では、Windows 10/8.1/8/Server 2012 のセットアップ方法について説明しています。OS のセットアップを行う前に、

プリントサーバーに IP アドレスが設定されていることを確認してください。IP アドレスを設定していない場合は、「2-3 

Quick Setup」を参考に IP アドレスを設定してください。 

 

3-1 セットアップについて 
 

 

利用するプロトコルを決める 

Windows 10/8.1/8/Server 2012 では、TCP/IP の「LPR」「Raw（9100 ポート）」または「IPP」印刷プロトコルを利用する

ことができます。 

 
 

セットアップの流れ 
 
 

 

ネットワークの設定を確認します。 

プリントサーバーのセットアップをします。 

ポートを追加します。 

プリンタードライバーをインストールします。 

TCP/IPの LPR印刷プロトコル・Raw(9100ポート) 
印刷プロトコル・IPP印刷プロトコル 
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3-2 コンピューターのネットワーク設定を確認する 
お使いのコンピューターがプリントサーバーと正しく通信できる状態にあることを確認します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

次の手順に従ってネットワーク設定の一覧に［TCP/IP］が追加されていることを確認します。 

 

1 コントロールパネルを開きます。 

Windows 10 の場合、［スタート］から［すべてのア

プリ］-［Windows システムツール］-［コントロール

パネル］をクリックします。 

Windows 8.1/8/Server 2012 の場合、マウスポインタ

を画面右下隅に移動してチャームを表示し、［設定］

-［コントロールパネル］をクリックします。 

2 ［ネットワークとインターネット］項目内の［ネット 

ワークの状態とタスクの表示］をクリックします。 

 
 

 
 

3 ［イーサネット］をクリックします。 

［イーサネットの状態］ダイアログボックスが表示されま

す。 

 

 

 TCP/IP プロトコルの設定を確認する         

設定の変更にはコンピューターの管理者権限が必要です。操作の途中で Windows 10/8.1/8/Server 2012の「ユーザーアカウン

ト制御」のウィンドウでコンピューターの管理者権限を持ったパスワードの入力を要求される場合があります。 

 

 

・ IPアドレスの入力を間違えると、ネットワークがダウンするなど重大な障害が発生します。ネットワーク管理者と相談の

上 IPアドレスを決定してください。 
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4 ［プロパティ］をクリックします。 6 ［インターネットプロトコルバージョン 4 

（TCP/IPv4）］または［インターネットプロトコルバ

ージョン 6（TCP/IPv6）］を選択し、［プロパティ］

をクリックします。 

選択したダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

5 ［インターネットプロトコルバージョン 4

（TCP/IPv4）］または［インターネットプロトコル

バージョン 6（TCP/IPv6）］がインストールされて

いることを確認します。 

           

 

 

 
7 設定内容を確認し、［OK］をクリックします。 

 

 

 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8  ［OK］または［閉じる］をクリックします。 

［イーサーネットのプロパティ］ダイアログボックスを閉じま

す。 

 
 

お使いのネットワーク環境に合わせて必要なプロトコ

ルのバージョンがインストールされていることを確認

してください。 
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3-3 プリントサーバーの設定をする 
プリントサーバーとお使いのコンピューターがネットワーク環境内で通信できるようプリントサーバーの設定をします。す

でに設定を済ませている場合は、必要ありません。 
 

プリントサーバーの設定は、次の 2 つの方法があります。それぞれを参照してネットワーク環境に合った設定を済ませてく

ださい。 
 

•「2-3 Quick Setup」............ プリントサーバーの簡易セットアップをします 

•「5 章 Web Setup の利用」....... プリントサーバーの詳細なセットアップをします 

 

 
 

 

 
 

また、プリントサーバーに対して印刷をする場合は、あらかじめ「FIT Print Server Port」をインストールする必要が

あります。「2-4 FIT Print Server Port のインストール」を参照してインストールしてください。 

 

 

・ 設定を行う前にプリントサーバーの Ethernetアドレスを確認してください。Ethernetアドレスは、自己診断印刷および 

プリントサーバーの裏面に記載されています。（例：84:25:3F:01:11:17） 
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3-4 ポートの追加とプリンタードライバーのインストール 
コンピューターに「2-4 FIT Print Server Port のインストール」でインストールした FIT Print Server Port でプリンタ

ーポートを追加し、プリンタードライバーのインストールを行います。 
 

FIT Print Server Port には 3 つの印刷機能（モード）があります。お使いの環境に合わせて利用してください。 

•LPR（Line Printer Remote）印刷 

•IPP（Internet Printing Protocol）印刷 

•Raw モード（TCP/IP 9100） 

 

 

 

FIT Print Server Port の LPR 機能を使用して印刷を行うための設定手順について説明します。 

 
 

印刷先のプリンターポートの追加 

 

1 ［スタート］-［すべてのアプリ］から、［FIT FP-

43L Label Printer］-［FIT Print Server Port］フ

ォルダの［FIT Print Server Port ポート追加］を

クリックします。 

Windows 8.1/8/Server 2012の場合、スタート画面から

［FIT Print Server Portポート追加］をクリックしま

す。 

 

 
 

2  プリントーサーバーを装着しているプリンターの電

源が ON になっていることを確認します。 

3 ［次へ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4 ［LPR(Line Printer Remote)で印刷する］を選択し、

［次へ］をクリックします。 

 FIT Print Server Port の LPR 印刷機能を使用する      
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5 ［プリントサーバ検索］をクリックします。 8 ［次へ］をクリックします。 

 ［プリンタポート名］のデフォルトは「IPアドレス:lp」 

の文字列が自動的に入りますが、任意の文字列を入力す

ることもできます。 

［プリンタポート名］で入力されている文字列は、プリン

タードライバーの設定をする際の印刷先ポート名として

使用されるため他のポートと重複しない名前を付けてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 プリントサーバーを選択して［OK］をクリックします。 

 

 

9 ［次へ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 ［次へ］をクリックします。 

 

 
 

10 設定内容を確認し、［完了］をクリックします。 

 

 

ネットワーク内のプリントサーバーの一覧が表示さ

れます。 
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11 プリンターの一覧から使用するプリンターを選択し、

［次へ］をクリックします。 

目的のプリンターがない場合は、［プリンタを選択しない］ 

を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

12 ［完了］をクリックします。 
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プリンタードライバーのインストール 

プリンタードライバーのインストール方法の詳細は、各プリンターのマニュアルをご覧ください。ここでは Windows 10 の

手順を例にあげて説明します。 

 

1 ［デバイスとプリンター］フォルダを開きます。 

［スタート］から［すべてのアプリ］-［Windows シス

テムツール］-［コントロールパネル］をクリックし、

［デバイスとプリンターの表示］をクリックします。

Windows 8.1/8/Server 2012 の場合、マウスポインタを

画面右下隅に移動してチャームを表示し、［設定］-

［コントロールパネル］をクリックし、［デバイスと

プリンター］をクリックします。 

3 ［プリンターが一覧にない場合］または［次へ］をク 

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 ［ローカルプリンターまたはネットワークプリンターを

手動設定で追加する］を選択し、［次へ］クリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ［プリンターの追加］をクリックします。 

 

 

 

 

5 ［既存のポートを使用］を選択し、プルダウンメニュー

から作成した［FIT Print Server Port LPR］を選択し、

［次へ］をクリックします。 
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6 画面の指示に従ってインストールします。 

 

 

 

すでにインストールされているプリンタードライバー

を使用する場合は、プリンターのプロパティを開き、

［ポート］シートの［印刷するポート］に表示される

リストから作成した［FIT Print Server Port LPR］を

選択してください。 

 
 

 



29  

 

 

 
FIT Print Server Port の IPP（Internet Printing Protocol）機能を使用して印刷を行うための設定手順について説明

します。 

 
 

 

印刷先のプリンターポートの追加 
 
 

1 ［スタート］－［すべてのアプリ］から、［FIT FP-

43L Label Printer］-［FIT Print Server Port］フ

ォルダの［FIT Print Server Port ポート追加］をク

リックします。 

Windows 8.1/8/Server 2012の場合、スタート画面から

［FIT Print Server Portポート追加］をクリックしま

す。 

 

 
 

 

2 プリントサーバーを装着しているプリンターの電源

が ON になっていることを確認します。 

 

4 ［IPP(Internet Printing Protocol)で印刷する］を選

択し、［次へ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

5 ［インターネット接続にプロキシサーバを使用しない］

または［プロキシサーバを手動で設定する］を選択し、

［次へ］をクリックします。 

 

 

3 ［次へ］をクリックします。 

 

 

 FIT Print Server Port の IPP 印刷機能を使用する       

 
 

［プロキシサーバを手動で設定する］を選択した場合

は、プロキシサーバのアドレスおよびポート番号を入

力してください。 
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6 ［プリンタ URL］にプリントサーバーの URL または

IP アドレスを入力します。 

8 ［次へ］をクリックします。 

［プリンタポート名］のデフォルトは手順 6 で指定した文

字列が自動的に入りますが、任意の文字列を入力するこ

ともできます。 

［プリンタポート名］で入力されている文字列は、プリン

タードライバーの設定をする際の印刷先ポート名として

使用されるため他のポートと重複しない名前を付けてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

9 設定内容を確認し、［完了］をクリックします。 

 

   

        
 

           
7 ［次へ］をクリックします。プリントサーバーと通信を

行い、印刷先のプリントサーバーを検索します。 

10 プリンターの一覧から使用するプリンターを選択し、 

［次へ］をクリックします。 

目的のプリンターがない場合は、［プリンタを選択しな

い］を選択してください。 

  

 
 

［プリンタ URL］に“https”を使用すると、セキュア

通信（SSL）印刷機能を使用することができます。 

 
（入力例） 

https://printer1.sample.fit.co.jp/ipp/lp 

https://192.168.123.123/ipp 

（入力例） 

 ホスト名が「printer1.sample.fit.co.jp」の場合 

http://printer1.sample.fit.co.jp/ipp/lp 

http://printer1.sample.fit.co.jp/ipp 

IPv4アドレスが「192.168.123.123」の場合 

http://192.168.123.123/ipp/lp 

http://192.168.123.123/ipp 

IPv6アドレスが「fe80::8625:3fff:fe01:1234」の場合 

http://[fe80::8625:3fff:fe01:1234]/ipp/lp 

http://[fe80::8625:3fff:fe01:1234]/ipp 

 

http://printer1.sample.fit.co.jp/ipp
http://123.123.123.123/ipp/lp
http://123.123.123.123/ipp
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11 ［完了］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

プロキシサーバー経由で IPP印刷を行う場合は、インターネット経由の印刷になるため、ご使用のコンピューターの Webブ

ラウザーにプロキシサーバーの設定が行われている必要があります。Internet Explorerの場合は、以下の手順を行ってく

ださい。 

 
1. Internet Explorerを起動します。  

2.［ツール］－［インターネットオプション］をクリックします。 

［インターネットオプション］ダイアログボックスが表示されます。 

3.［接続］タブをクリックします。 

4.［LANの設定］をクリックします。 

［ローカルエリアネットワーク（LAN）の設定］ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
5. プロキシサーバーの設定を行います。 
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プリンタードライバーのインストール 

プリンタードライバーのインストール方法の詳細は、各プリンターのマニュアルをご覧ください。ここでは Windows 10 の

手順を例にあげて説明します。 

 

1 ［デバイスとプリンター］フォルダを開きます。 

［スタート］から［すべてのアプリ］-［Windows シス

テム ツール］-［コントロールパネル］をクリックし、

［デバイスとプリンターの表示］をクリックします。 

Windows 8.1/8/Server 2012の場合、マウスポインタを

画面右下隅に移動してチャームを表示し、［設定］－

［コントロールパネル］をクリックし、［デバイスとプ

リンター］をクリックします。 

3 ［プリンターが一覧にない場合］または［次へ］をク 

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 ［ローカルプリンターまたはネットワークプリンターを

手動設定で追加する］を選択し、［次へ］クリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ［プリンターの追加］をクリックします。 

 

 

 
 

5 ［既存のポートを使用］を選択し、プルダウンメニュー

から作成した［FIT Print Server Port IPP］を選択し、

［次へ］をクリックします。 
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6 画面の指示に従ってインストールします。 

 

 

 

すでにインストールされているプリンタードライバーを

使用する場合は、プリンターのプロパティを開き、［ポ

ート］シートの［印刷するポート］に表示されるリスト

から作成した［FIT Print Server Port IPP］を選択して

ください。 
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FIT Print Server Port の Raw 機能（TCP/IP 9100）を使用して印刷を行うための設定手順について説明します。 

 
 

 

印刷先のプリンターポートの追加 
 
 

1 ［スタート］-［すべてのアプリ］から、［FIT Print 

Server Port］フォルダの［FIT Print Server Port

ポート追加］をクリックします。 

Windows 8.1/8/Server 2012の場合、スタート画面から

［FIT Print Server Portポート追加］をクリックしま

す。 

 

 
 

 

2 プリントサーバーを装着しているプリンターの電源

が ON になっていることを確認します。 

4 ［Raw モード(TCP/IP 9100)で印刷する］を選択し、 

［次へ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 ［プリントサーバ検索］をクリックします。 

ネットワーク内のプリントサーバーの一覧が表示されま

す。 

 

 
3 ［次へ］をクリックします。 

 

6 プリントサーバーを選択して［OK］をクリックしま

す。 
 

 

  

 FIT Print Server Port の Raw モード（TCP/IP 9100）を使用する    



35  

 

 

7 ［次へ］をクリックします。 10 プリンターの一覧から使用するプリンターを選択し、

［次へ］をクリックします。 

目的のプリンターがない場合は、［プリンタを選択しな

い］を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

8 ［次へ］をクリックします。 

［プリンタポート名］はデフォルトで「RAW_IP アドレ

ス」の文字列が自動的に入りますが、任意の文字列を

入力することもできます。 

［プリンタポート名］で入力されている文字列は、プ

リンタードライバーの設定をする際の印刷先ポート名

として使用されるため他のポートと重複しない名前を

付けてください。 

 

 
 

11［完了］をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 設定内容を確認し、［完了］をクリックします。 

 
 



36  

 

 
 

プリンタードライバーのインストール 

プリンタードライバーのインストール方法の詳細は、各プリンターのマニュアルをご覧ください。ここでは Windows 8 の

手順を例にあげて説明します。 

 

1 ［デバイスとプリンター］フォルダを開きます。 

［スタート］から［すべてのアプリ］-［Windows シ

ステムツール］-［コントロールパネル］をクリック

し、［デバイスとプリンターの表示］をクリックし

ます。 

Windows 8.1/8/Server 2012の場合、マウスポインタ

を画面右下隅に移動してチャームを表示し、［設定］

-［コン トロールパネル］をクリックし、［デバイス

とプリンター］をクリックします。 

3 ［プリンターが一覧にない場合］または［次へ］をク 

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 ［ローカルプリンターまたはネットワークプリンターを 

手動設定で追加する］を選択し、[次へ］クリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ［プリンターの追加］をクリックします。 

 

 

 

 

5 ［既存のポートを使用］を選択し、プルダウンメニュー

から、作成した［FIT Print Server Port Raw］を選択

し、［次へ］をクリックします。 
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6 画面の指示に従ってインストールします。 

 

 
 

すでにインストールされているプリンタードライバーを

使用する場合は、プリンターのプロパティを開き、［ポ

ート］シートの［印刷するポート］に表示されるリスト

から、作成した［FIT Print Server Port Raw］を選択し

てください。       
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4 章   Windows 7/Vista/Server 2008 のセ

ットアップ 
 

この章では、Windows 7/Vista/Server 2008 のセットアップ方法について説明しています。OS のセットアップを行う前に、

プリントサーバーに IP アドレスが設定されていることを確認してください。IP アドレスを設定していない場合は、「2-3 

Quick Setup」を使って IP アドレスを設定してください。 

 

4-1 セットアップについて 
 

 

利用するプロトコルを決める 

Windows 7/Vista/Server 2008 では、TCP/IP の「LPR」「Raw（9100 ポート）」または「IPP」印刷プロトコルを利用するこ

とができます。 

 
 

セットアップの流れ 
 
 

 

ネットワークの設定を確認します。 

プリントサーバーのセットアップをします。 

ポートを追加します。 

プリンタードライバーをインストールします。 

TCP/IPの LPR印刷プロトコル・Raw(9100ポート) 
印刷プロトコル・IPP印刷プロトコル 
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4-2 コンピューターのネットワーク設定を確認する 
お使いのコンピューターがプリントサーバーと正しく通信できる状態にあることを確認します。 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

次の手順に従ってネットワーク設定の一覧に［TCP/IP］が追加されていることを確認します。 

 

1 ［スタート］-［コントロールパネル］をクリックし

ます。 

 

2 ［ネットワークとインターネット］をクリックします。 

 

3 ［ネットワークと共有センター］をクリックします。 

 

4 ［アダプターの設定の変更］をクリックします。 

Windows Vistaの場合は［ネットワーク接続の管理］を 

クリックします。 

［ネットワーク接続］が表示されます。 

5 ［ローカルエリア接続］をダブルクリックします。 

［ローカルエリア接続の状態］ダイアログボックスが表

示されます。 

 

6 ［プロパティ］をクリックします。 

 
 

 TCP/IP プロトコルの設定を確認する         

設定の変更にはコンピューターの管理者権限が必要です。操作の途中で「ユーザーアカウント制御」のウィンドウでコンピュ

ーターの管理者権限を持ったパスワードの入力を要求される場合があります。 

 
 

・ IPアドレスの入力を間違えると、ネットワークがダウンするなど重大な障害が発生します。ネットワーク管理者と相談の

上 IPアドレスを決定してください。 
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7 ［インターネットプロトコルバージョン 4

（TCP/IPv4）］または［インターネットプロトコル

バージョン 6（TCP/IPv6）］がインストールされて

いることを確認します。 

9 設定内容を確認し、［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

10 ［OK］をクリックします。 

［ローカルエリア接続のプロパティ］ダイアログボック

スを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

8 ［インターネットプロトコルバージョン 4

（TCP/IPv4）］または［インターネットプロトコル

バージョン 6（TCP/IPv6）］を選択し、［プロパティ］

をクリックします。 

選択したダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 
 

お使いのネットワーク環境に合わせて必要なプロトコ

ルのバージョンがインストールされていることを確認

してください。 
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4-3 プリントサーバーの設定をする 
プリントサーバーとお使いのコンピューターがネットワーク環境内で通信できるようプリントサーバーの設定をします。

すでに設定を済ませている場合は、必要ありません。 
 

プリントサーバーの設定は、次の 2 つの方法があります。それぞれを参照してネットワーク環境に合った設定を済ませて

ください。 
 

• 「Quick Setup」.................... プリントサーバーの簡易セットアップをします 

• 「5 Web Setup の利用」.............. プリントサーバーの詳細なセットアップをします 

 

 
 

 

 

 
また、プリントサーバーに対して印刷をする場合は、あらかじめ「FIT Print Server Port」をインストールする必要が

あります。「2-4 FIT Print Server Port のインストール」を参照してインストールしてください。 

 

 

・ 設定を行う前にプリントサーバーの Ethernetアドレスを確認してください。Ethernetアドレスは、自己診断印刷および 

プリントサーバーの裏面に記載されています。（例：84:25:3F:01:11:17） 
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4-4 ポートの追加とプリンタードライバーのインストール 
コンピューターに「2-4 FIT Print Server Port のインストール」でインストールした FIT Print Server Port でプリンタ

ーポートを追加し、プリンタードライバーのインストールを行います。 
 

FIT Print Server Port には 3 つの印刷機能（モード）があります。お使いの環境に合わせて利用してください。 

•LPR（Line Printer Remote）印刷 

•IPP（Internet Printing Protocol）印刷 

•Raw モード（TCP/IP 9100） 

 

 

FIT Print Server Port の LPR 機能を使用して印刷を行うための設定手順について説明します。 

 
 

印刷先のプリンターポートの追加 

 

1 ［スタート］-［すべてのプログラム］-［FIT FP-

43L Label Printer］-［FIT Print Server Port］-

［FIT Print Server Port ポート追加］の順にクリ

ックします。 

［FIT Print Server Portの追加ウィザード］が起動

します。 

3 ［次へ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 ［LPR(Line Printer Remote)で印刷する］を選択し、

［次へ］をクリックします。 

 

 

 
 

2  プリントサーバーを装着しているプリンターの電源

が ON になっていることを確認します。 

 FIT Print Server Port の LPR 印刷機能を使用する       
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5 ［プリントサーバ検索］をクリックします。 8 ［次へ］をクリックします。 

 ［プリンタポート名］のデフォルトは「IPアドレス:lp」の 

文字列が自動的に入りますが、任意の文字列を入力する

こともできます。 

[プリンタポート名］で入力されている文字列は、プリン

タードライバーの設定をする際の印刷先ポート名として

使用されるため他のポートと重複しない名前を付けてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 
 

6  プリントサーバーを選択して［OK］をクリックしま 

す。 

 
 

9 ［次へ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 ［次へ］をクリックします。 

 
 

10  設定内容を確認し、［完了］をクリックします。 

 

ネットワーク内のプリントサーバーの一覧が表示さ

れます。 
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11 プリンターの一覧から使用するプリンターを選択し、 

［次へ］をクリックします。 

目的のプリンターがない場合は、［プリンタを選択しな

い］を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

12 ［完了］をクリックします。 
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プリンタードライバーのインストール 
 

1 ［デバイスとプリンター］フォルダを開きます。 5 画面の指示に従ってインストールします。 

［スタート］-［デバイスとプリンター］の順にクリック

します。 

 

2 ［プリンターの追加］をクリックします。 

 

 
 

3 ［ローカルプリンタを追加します］をクリックします。 
 

すでにインストールされているプリンタードライバーを使

用する場合は、プリンターのプロパティを開き、［ポート］

シートの［印刷するポート］に表示されるリストから、作

成した［FIT Print Server Port LPR］を選択してください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 ［既存のポートを使用］を選択し、プルダウンメニュ

ーから作成した［FIT Print Server Port LPR］を選

択し、［次へ］をクリックします。 

 
 



46  

 

 

 
FIT Print Server Port の IPP（Internet Printing Protocol）機能を使用して印刷を行うための設定手順について説明

します。 

 
 

 

印刷先のプリンターポートの追加 
 
 

1 ［スタート］-［すべてのプログラム］-［FIT FP-

43L Label Printer］-［FIT Print Server Port］-

［FIT Print Server Port ポート追加］の順にクリ

ックします。 

 

4 ［IPP(Internet Printing Protocol)で印刷する］を選

択し、［次へ］をクリックします。 

［FIT Print Server Portの追加ウィザード］が起動し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

5 ［インターネット接続にプロキシサーバを使用しない］

または［プロキシサーバを手動で設定する］を選択し、

［次へ］をクリックします。 

 
 

2 プリントサーバーを装着しているプリンターの電源

が ON になっていることを確認します。 

 

 

3 ［次へ］をクリックします。 

 

 

 FIT Print Server Port の IPP 印刷機能を使用する       

 
 

［プロキシサーバを手動で設定する］を選択した場

合は、プロキシサーバーのアドレスおよびポート番

号を入力してください。 
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6 ［プリンタ URL］にプリントサーバーの URL または

IP アドレスを入力します。 

8 ［次へ］をクリックします。 

［プリンタポート名］のデフォルトは手順 6 で指定した文

字列が自動的に入りますが、任意の文字列を入力するこ

ともできます。 

［プリンタポート名］で入力されている文字列は、プリン

タードライバーの設定をする際の印刷先ポート名として

使用されるため他のポートと重複しない名前を付けてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

9 設定内容を確認し、［完了］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

7 ［次へ］をクリックします。プリントサーバーと通信を

行い、印刷先のプリントサーバーを検索します。 

10 プリンターの一覧から使用するプリンターを選択し、 

   ［次へ］をクリックします。 

目的のプリンターがない場合は、［プリンタを選択しない］

を選択してください。 

 
  

            

 

 

［プリンタ URL］に“https”を使用すると、セキュ

ア通信（SSL）印刷機能を使用することができます。 

 
（入力例） 

https://printer1.sample.fit.co.jp/ipp/lp 

https://192.168.123.123/ipp 

（入力例）  

ホスト名が「printer1.sample.fit.co.jp」の場合 

http://printer1.sample.fit.co.jp/ipp/lp 

http://printer1.sample.fit.co.jp/ipp 

IPv4アドレスが「192.168.123.123」の場合 

http://192.168.123.123/ipp/lp 

http://192.168.123.123/ipp 

IPv6アドレスが「fe80::8625:3fff:fe01:1234」の場合 

http://[fe80::8625:3fff:fe01:1234]/ipp/lp 

http://[fe80::8625:3fff:fe01:1234]/ipp 

http://printer1.sample.nec.co.jp/ipp/lp
http://printer1.sample.nec.co.jp/ipp
http://123.123.123.123/ipp/lp
http://123.123.123.123/ipp
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11［完了］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

プロキシサーバー経由で IPP印刷を行う場合は、インターネット経由の印刷になるため、ご使用のコンピューターの Webブ

ラウザーにプロキシサーバーの設定が行われている必要があります。Internet Explorerの場合は、以下の手順を行ってく

ださい。 

 
1. Internet Explorerを起動します。  

2.［ツール］-［インターネットオプション］をクリックします。 

［インターネットオプション］ダイアログボックスが表示されます。 

3.［接続］タブをクリックします。 

4.［LANの設定］をクリックします。 

［ローカルエリアネットワーク（LAN）の設定］ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. プロキシサーバーの設定を行います。 
 

 



49  

 

 
 

プリンタードライバーのインストール 
 

 

1 ［デバイスとプリンター］フォルダを開きます。 

［スタート］-［デバイスとプリンター］の順にクリック

します。 

5 画面の指示に従ってインストールします。 

 

2 ［プリンタの追加］をクリックします。 

 

 
 

3 ［ローカルプリンターを追加します］をクリックしま

す。 

 

すでにインストールされているプリンタードライバー

を使用する場合は、プリンターのプロパティを開き、

［ポート］シートの［印刷するポート］に表示される

リストから作成した［FIT Print Server Port IPP］を

選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 ［既存のポートを使用］を選択し、プルダウンメニュ

ーから、作成した［FIT Print Server Port IPP］を

選択し、［次へ］をクリックします。 
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FIT Print Server Port の Raw 機能（TCP/IP 9100）を使用して印刷を行うための設定手順について説明します。 

 
 

 

印刷先のプリンターポートの追加 
 

1 ［スタート］-［すべてのプログラム］-［FIT FP-43L 

Label Printer］-［FIT Print Server Port］-［FIT 

Print Server Port ポート追加］の順にクリックしま

す。 

4 ［Raw モード(TCP/IP  9100)で印刷する］を選択し、 

［次へ］をクリックします。 

［FIT Print Server Portの追加ウィザード］が起動し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 ［プリントサーバ検索］をクリックします。 

ネットワーク内のプリントサーバーの一覧が表示されま

す。 

 

 
 

2 プリントサーバーを装着しているプリンターの電源

が ON になっていることを確認します。 

 

 

3 ［次へ］をクリックします。 

 

 

6 プリントサーバーを選択して［OK］をクリックしま 

す。 

 

FIT Print Server Port の Raw モード（TCP/IP 9100）を使用する   
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7 ［次へ］をクリックします。 10 プリンターの一覧から使用するプリンターを選択し、 

    ［次へ］をクリックします。 

目的のプリンターがない場合は、［プリンタを選択しな

い］を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 ［次へ］をクリックします。 

［プリンタポート名］はデフォルトで「RAW_IP アドレ

ス」の文字列が自動的に入りますが、任意の文字列を

入力することもできます。 

［プリンタポート名］で入力されている文字列は、プ

リンタードライバーの設定をする際の印刷先ポート名

として使用されるため他のポートと重複しない名前を

付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

11 ［完了］をクリックします。 

 

 

9 設定内容を確認し、［完了］をクリックします。 
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プリンタードライバーのインストール 

 

1 ［デバイスとプリンター］フォルダを開きます。 

［スタート］-［デバイスとプリンター］の順にクリック

します。 

5 画面の指示に従ってインストールします。 

 

2 ［プリンタの追加］をクリックします。 

 

 
 

3 ［ローカルプリンタを追加します］をクリックします。 
 

すでにインストールされているプリンタードライバー

を使用する場合は、プリンターのプロパティを開き、

［ポート］シートの［印刷するポート］に表示される

リストから、作成した［FIT Print Server Port Raw］

を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 ［既存のポートを使用］を選択し、プルダウンメニュ

ーから、作成した［FIT Print Server Port Raw］を

選択し、［次へ］をクリックします。 
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5 章   Web Setup の利用 
「Web Setup」は、プリントサーバーの機能を十分に活用するための設定ページです。この章では、プリントサーバーが提供

する「Web Setup」の操作方法と各種設定について説明します。 

 

はじめてプリントサーバーを設置し、使用する場合は、「2-3 Quick Setup」を参照してセットアップをすることをお勧めし

ます。 
 

5-1 Web Setup へのログイン 
Web Setup の Web ページは Web ブラウザーからプリントサーバーの IP アドレスを指定することで表示されます。ここでは

Windows 7 で Internet Explorer を使用した場合を例にあげて説明します。 

 
 

1 Web ブラウザーを起動します。 

［スタート］-［すべてのプログラム］＊1-［Internet 

Explorer］の順にクリックします。 
 

Windows 8.1/8/Server 2012の場合は、スタート画面の

［Internet Explorer］をクリックします。 

 

2 設定の対象となるプリントサーバーの IP アドレス

を入力します。 

［アドレス］入力欄に設定対象となるプリントーサーバ

ーの IPアドレスを入力します。 

例：http://192.168.123.123 

Webページのメインメニューが表示されます。 

 

設定を確認・変更する際に下図に示す認証画面が表示された

場合は、ユーザー名とパスワードを入力して［OK］をクリッ

クしてください。工場出荷時のユーザー名は“root”に設定

されています。また、パスワードはなし（未設定）です。 

 

 
ユーザー名は固定で“root” 

 

 

 

 

 

 
＊1 Windows10の場合は［すべてのアプリ］［- Windowsアクセサリ］です。 

  工場出荷時のパスワードはなし（空欄） 

http://123.123.123.123/
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5-2 Web Setup について 
Web Setup は、プリントサーバーの詳細な内部設定や「プリンタステータス」などに利用できます。 

また、プリントサーバーのリセットやテスト印刷をリモートで実行することができます。 

 

 

 

Web Setup のページ構成を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

メインメニュー 
 

メインメニューの構成を以下に示します。 

・ ステータス表示 

- プリンタステータス 

プリンタステータスモニターを表示します。 

- システムステータス 

システムステータスモニターを表示します。 

- 工場出荷時設定  

プリントサーバーを工場出荷時の設定に戻し

ます。 

 

・ 設定の変更 

- プリントサーバー機能  

プリントサーバーの内部設定を行います。 

- E-Mail 送信機能 

SMTP などの E-Mail 送信機能設定を行います。 

- セキュリティ機能  

SSL 機能などのセキュリティの設定をします。 

- プリントサーバー再起動  

プリントサーバーを再起動します。 

 

 

・ Web Setupをご利用になる場合、TCP/IPプロトコルがインストールされている必要があります。 

 
 

［設定の変更］にある各メニューは“      ”の表示

のとおりセキュリティで保護されています。プリント

サーバーの Webページ（Web Setup）を表示後、［設定

の変更］にあるいずれかのメニューをクリックする

と、最初だけユーザー認証の画面が表示されます。 

初期設定は、ユーザー名が“root”に設定されていま

す。パスワードはなし（未設定）です。 
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5-3 Web Setup による設定 

Web Setup でプリントサーバーを設定する場合には、Web ブラウザーを起動し、設定対象となるプリントサーバーを指定し

ます。このときに設定する項目として主に以下の設定があります。 

 

［プリントサーバ機能］ 

・ ［General］ 

・ ［TCP/IP］ 

・ ［SNMP］ 

・ ［詳細設定］ 

 
 

［E-Mail 送信機能］ 

•［基本設定］ 

•［送信アドレス 1］ 

•［送信アドレス 2］ 

 

［セキュリティ機能］ 

•［基本設定］ 

•［証明書設定］ 

 

［プリントサーバ再起動］ 

 
［工場出荷設定］ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各ページの下部には、［設定更新］ボタンと［初期値に戻す］ボタンがあります（［プリントサーバ再起動］と［工場出荷

設定］のページを除く）。 

 

 

 

［設定更新］をクリックすると、そのページで変更した設定をプリントサーバーに送信します。プリントサーバーの設定を

変更したい場合は、設定した内容に値を変更した後、［設定更新］をクリックしてください。 

 

 

 

［初期値に戻す］をクリックすると、Web Setup が起動したときの内部設定、または Web Setup を起動後、［設定更新］を

クリックした時点の設定に表示が戻ります。 

 設定の更新と初期値への復帰           

 
 

［設定更新］をクリックしない限り、変更した内容はプリントサーバーに送信されません。 
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Web Setup のメインメニューの［プリントサーバ機能］を選択し、［General］ページを開きます。 

これらの設定は、プリントサーバーを使用する上で必要な項目のため、ネットワーク管理者に確認の上、行ってください。 
 

 
 

 

 

 

各項目の説明 

 

［一般設定］ 

•［root パスワード変更］ 

プリントサーバーの管理者パスワードを ASCII 文字列で設定します。このパスワードは、TELNET、Web ページにて設

定変更の認証パスワードとして使用されます。 
 

•［LAN インタフェース］ 

物理ネットワークの種別を設定します。通常は［AUTO］で使用してください。プリントサーバーの電源投入時にプ

リントサーバーが接続されるイーサーネットハブ（HUB）の Link LED が点灯しない場合は、この設定を接続イーサ

ーネット（HUB）のネットワーク種別に変更します。 

 General を設定する             
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Web Setup のメインメニューの［プリントサーバ機能］を選択し、［TCP/IP］ページを開きます。 

これらの設定は、TCP/IP 環境でご利用になる上で最も重要な項目のため、ネットワーク管理者に確認の上、行ってくださ

い。 

 
 

 

 

 
 

各項目の説明 

 

［TCP/IP設定］ 

・ ［DHCP/BOOTP］ 

DHCP/BOOTP プロトコルの動作を禁止／許可します。DHCP/BOOTP は起動時に DHCP サーバまたは BOOTP サーバーよ

り IP アドレスの取得を行うプロトコルです。プリントサーバーの IP アドレスを DHCP/BOOTP によって設定する

ためには、サブネットワーク内に適切に設定された DHCP または BOOTP サーバーが稼動していなければなりませ

ん。プリントサーバーは DHCP と BOOTP を自動認識し、先に応答のあった IP アドレスを自分のアドレスとして採

用します。 
 

・ ［RARP］ 

RARP プロトコルの動作を禁止／許可します。RARP は起動時に RARP サーバより IP アドレスの取得を行うプロト

コルです。プリントサーバーの IP アドレスを RARP によって設定するためには、サブネットワーク内に適切に設

定された RARP サーバが稼動していなければなりません。 

RARP によって設定された IP アドレスはプリントサーバーの動作には反映されますが、プリントサーバーの記憶

保存領域へ設定されません。プリントサーバーの電源を OFF にすることにより、自動的にその IP アドレスは消

去されます。次回の起動時以降もその IP アドレスを用いて起動するには、Web Setup または TELNET のいずれか

によって固定した IP アドレスとしてプリントサーバーに手動で設定する必要があります。 

・ [IP アドレス］ 

プリントサーバーの IP アドレスを設定します。設定値は、10 進数 3 桁でピリオドによって 4 つに分けられた 

「xxx.xxx.xxx.xxx」の形式で設定してください。 

 TCP/IP を設定する             
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・ ［サブネットマスク］ 

プリントサーバーのサブネットマスクを設定します。設定値は、10 進数 3 桁でピリオドによって 4 つに分けられた

「xxx.xxx.xxx.xxx」の形式で設定してください。0.0.0.0 を設定するとこの項目は無効になり、IP アドレスに応じ

たサブネットマスクが自動的に使用されます。 
 

・ ［デフォルトゲートウェイ］ 

ゲートウェイの IP アドレスを設定します。設定値は、10 進数 3 桁でピリオドによって 4 つに分けられた 

「xxx.xxx.xxx.xxx」の形式で設定してください。ゲートウェイはプリントサーバーと同じサブネットワーク内に存

在しなければなりません。0.0.0.0 を設定するとこの項目は無効になります。 
 

・ ［プリンタ取得データ送信ポート番号］ 

プリンター取得データ送信用のポート番号を設定します。 

設定範囲は［10000］～［65525］です。 

リモートパネルのデータ取得の動作に影響します。 

 
［DNS設定］ 

・ ［プライマリサーバ］ 

DNS サーバ（プライマリ）のアドレスを設定します。SMTP サーバ名を IP アドレスで直接設定する場合は、設定する

必要はありません。設定値は、10 進数 3 桁でピリオドによって 4 つに分けられた「xxx.xxx.xxx.xxx」の 

形式で設定してください。 

 

・ ［セカンダリサーバ］ 

DNS サーバー（セカンダリ）のアドレスを設定します。SMTP サーバー名を IP アドレスで直接設定する場合は、設定

する必要はありません。設定値は、10 進数 3 桁でピリオドによって 4 つに分けられた「xxx.xxx.xxx.xxx」の形式で

設定してください。 
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Web Setup のメインメニューの［プリントサーバ機能］を選択し、［SNMP］ページを開きます。 

これらの設定は、SNMP による管理システムを利用する上で最も重要な項目のため、ネットワーク管理者に確認の上、行っ

てください。 

 

   
 

 
 

 

各項目の説明 

 

［SNMP設定］ 

・ ［認証コミュニティ名］ 

SNMP の認証コミュニティ名を設定します。このコミュニティ名は、SNMP Set Request を受け付けるときに認証さ

れます。 
 

・ ［Trap コミュニティ名］ 

SNMP のトラップコミュニティを設定します。このコミュニティ名はプリントサーバーがトラップを発行するとき

に使用されます。 
 

・ ［Trap 通知先アドレス］ 

SNMP トラップの送信先 IP アドレスを設定します。設定値は、10 進数 3 桁でピリオドによって 4 つに分けられた

「xxx.xxx.xxx.xxx」の形式で設定してください。「0.0.0.0」を設定するとこの項目は無効になり、どのような

場合でもトラップは発行されなくなります。 
 

・ ［SysContact］ 

MIB-II オブジェクトの SysContact を設定します。通常は管理者のメールアドレスを設定します。 
 

・ ［SysName］ 

MIB-II オブジェクトの SysName を設定します。通常はプリントサーバーのホスト名またはドメイン名を設定しま

す。 
 

・ ［SysLocation］ 

MIB-II オブジェクトの SysLocaiton を設定します。通常はプリントサーバーのある場所を設定します。 

 

・ ［Enable Authen Trap］ 

MIB-II オブジェクトの EnableAuthenTrap を禁止／許可で設定します。許可に設定すると、SNMP でコミュニティ

違反が発生した時、SNMP トラップが「Trap 通知先アドレス」で設定した IP アドレスに向けて発信されます。 

 SNMP を設定する             
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Web Setup のメインメニューの［プリントサーバ機能］を選択し、［詳細設定］ページを開きます。これらの設定は、プリ

ントサーバーを利用する上で最も重要な項目のため、ネットワーク管理者に確認の上、行ってください。 

 

   
 

 

 
 

各項目の説明 

 

［詳細設定］ 

・ ［双方向モード］ 

双方向モードに設定することでプリンターより詳細なステータスを取得することができます。 
 

・ ［リセット出力］ 

ジョブキャンセル時にリセット信号の出力をする／しないを設定します。 

 
 

 

 

・ ［IPv6］ 

IPv6 機能の有効／無効を設定します。 

 詳細を設定する              

 

 

FIT Print Server Portの LPRポートまたは IPPポートの場合は、本設定に関わらず、ジョブキャンセル時にリセット

信号を出力します。 
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Web Setup のメインメニューの［E-Mail 送信機能］を選択し、［基本設定］ページを開きます。これらの設定は、SMTP に

よる通信機能を利用する上で最も重要な項目のため、ネットワーク管理者に確認の上、行ってください。 

 
 

 

各項目の説明 

 

［基本設定］ 

 

   
 

・ ［SMTP プロトコルを使用する］ 

SMTP プロトコルの動作を禁止／許可します。動作禁止にすると E-Mail の送信機能が停止します。 
 

・ ［SMTP サーバ名］ 

SMTP サーバのホスト名を設定します。ホスト名にはドメイン名または IP アドレスを入力します。 

ドメイン名を使用する場合は DNS サーバの設定が必要です。 
 

・ ［SMTP ポート番号］ 

SMTP ポート番号を設定します。通常はデフォルト値(25)で使用してください。 
 

・ ［送信元アドレス］ 

送信元のアドレスを設定します。通常はネットワーク管理者のメールアドレスを設定します。 
 

・ ［署名 1 行目］～［署名 4 行目］ 

メールの送信メッセージの文末に付加する文字列の内容を設定します。 

 E-Mail 送信機能を設定する           
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［送信先アドレス 1設定］ 
 

 

・ ［送信先アドレス］ 

送信先のメールアドレスを設定します。 
 

・ ［チェック間隔（分）］ 

イベントの記録があるかを一定間隔でチェックします。この間隔を分単位で設定します。この間隔内に 1 つ以上の

イベントが発生した場合、その記録をまとめて送信します。 
 

・ ［オフライン］ 

メール送信トリガとなる条件で、プリンターがオフラインになったときメールを送信します。 
 

・ ［紙切れ］ 

メール送信トリガとなる条件で、プリンターの用紙がなくなったときメールを送信します。 
 

・ ［プリンタ異常］ 

メール送信トリガとなる条件で、プリンターに異常が発生したときメールを送信します。 

 

 
［送信先アドレス 2設定］ 

 

 

・ ［送信先アドレス］ 

送信先のメールアドレスを設定します。 
 

・ ［チェック間隔（分）］ 

イベントの記録があるかを一定間隔でチェックします。この間隔を分単位で設定します。この間隔内に 1 つ以上の

イベントが発生した場合、その記録をまとめて送信します。 
 

・ ［オフライン］ 

メール送信トリガとなる条件で、プリンターがオフラインになったときメールを送信します。 
 

・ ［紙切れ］ 

メール送信トリガとなる条件で、プリンターの用紙がなくなったときメールを送信します。 
 

・ ［プリンタ異常］ 

メール送信トリガとなる条件で、プリンターに異常が発生したときメールを送信します。 
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 セキュリティ機能を設定する   

 
Web Setup のメインメニューの［セキュリティ機能］を選択し、［基本設定］ページを開きます。これらの設定は、SSL

によるセキュリティ機能を利用する上で最も重要な項目のため、ネットワーク管理者に確認の上、行ってください。 

 
 

各項目の説明 

 

［基本設定］ 

 

 
 

・ ［SSL］ 

SSL（Secure  Socket Layer）の動作を禁止／許可します。 
 

・ ［暗号化方式］ 

データ暗号化アルゴリズムを選択します。 

 

［証明書設定］ 
 

 
 

・ ［国／地域コード］ 

証明書に使用する国／地域コードを設定します。 
 

・ ［都道府県名］ 

証明書に使用する都道府県名を設定します。 
 

・ ［市区町村名］ 

証明書に使用する市区町村名を設定します。 
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・ ［組織名］ 

証明書に使用する組織名を設定します。 
 

・ ［部門名］ 

証明書に使用する部門名を設定します。 
 

・ ［一般名］ 

証明書に使用する一般名を設定します。 
 

・ ［メールアドレス］ 

証明書に使用するメールアドレスを設定します。 
 

・ ［発行日］ 

証明書を発行する日時が設定されます。発行日の変更はできません。 
 

・ ［有効期限日］ 

証明書に使用する有効期限を設定します。 
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Web Setup のメインメニューの［プリントサーバ再起動］をクリックすると、プリントサーバーの再起動（リセット）を

確認するページを開きます。 

 

 

 

 
 

・ ［Yes］ 

プリントサーバーに再起動コマンドを送信し、再起動させます。プリントサーバーが正常にコマンドを受信すると、

次の画面を表示します。 

 

 
 

 

 

• ［No］ 

プリントサーバーの再起動をキャンセルします。 

 プリントサーバを再起動（リセット）する         

 
 

プリントサーバーのリセット（再起動）中は、通信ができません。しばらく待ってから Webページを開いてください。 

 

 

印刷中に再起動すると、印刷が途中で中断される場合があります。 
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Web Setup のメインメニューの［工場出荷時設定］をクリックすると、プリントサーバーのすべての設定を工場出荷時の

設定に戻すことを確認するページを開きます。この操作は、プリントサーバーを利用する上で最も重要な項目のため、ネ

ットワーク管理者に確認の上、行ってください。 

 

 
 

 

・ ［Yes］ 

プリントサーバーに工場出荷時設定コマンドを送信し、設定値を工場出荷時に戻します。プリントサーバーが正常

にコマンドを受信すると、次の画面を表示します。 

 

 
 

 
［Yes］をクリックすることでプリントサーバーは再起動を始めます（再起動しないと工場出荷時の状態で動作できません）。 

 

 
 

 

・ ［No］ 

工場出荷時の設定に戻すことをキャンセルします。 

 

 

 

 工場出荷時の設定に戻す            

 

 

設定を工場出荷時に戻した場合は、再度「2-3 Quick Setup」の手順でプリントサーバーを設定する必要があります。 
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5-4 設定値一覧 

各種設定値の一覧を示します。 

TELNET で接続した際の対応メニュー名も記載しています。TELNET 接続については「7-2 TELNET について」を参照して

ください。 

 

  
 

General関連 
 

 

Webページの 

メニュー名 

工場出荷時 

の設定 

 

説   明 
TELNET時の 

メニュー名 

rootパスワード変更 なし 

（パスワー 

ドなし） 

プリントサーバーの管理者パスワードを ASCII文字列で 設定します。 Change root 

Password 

LANインターフェース AUTO 物理ネットワークの種別を設定します。 LAN Interface 

 

 

 
 

TCP/IP関連 
 
 

Webページの 

メニュー名 

工場出荷時 

の設定 

 

説   明 
TELNET時の 

メニュー名 

基本 

DHCP/BOOTP DISABLE DHCP/BOOTPプロトコルの動作を禁止／許可します。 DHCP/BOOTP 

RARP DISABLE RARPプロトコルの動作を禁止／許可します。 RARP 

IPアドレス 0.0.0.0 プリントサーバーの IPアドレスを設定します。 IP Address 

サブネットマスク 0.0.0.0 プリントサーバーのサブネットマスクを設定します。 Subnet Mask 

デフォルトゲート 

ウェイ 

0.0.0.0 ゲートウェイの IPアドレスを設定します。 Default Gateway 

プリンタ取得データ

送信ポート番号 

12000 プリンター取得データ送信用のポート番号を設定します。 Printer Data 

Transfer Port No 

DNS 

プライマリサーバ 0.0.0.0 DNSサーバー（プライマリ）のアドレスを設定します。 Primary Server 

セカンダリサーバ 0.0.0.0 DNSサーバー（セカンダリ）のアドレスを設定します。 Secondary Server 
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SNMP関連 

 

Webページの 

メニュー名 

工場出荷時 

の設定 

 

説   明 
TELNET時の 

メニュー名 

認証コミュニティ名 "******" SNMPの認証コミュニティ名を設定します。 Authentic 

Community 

Trapコミュニティ "public" SNMPのトラップコミュニティを設定します。 Trap Community 

Trap通知先アドレス 0.0.0.0 SNMPトラップの送信先 IPアドレスを設定します。 Trap Address(IP) 

SysContact "" MIB-IIオブジェクトの SysContactを設定します。 SysContact 

SysName ＊1 MIB-IIオブジェクトの SysNameを設定します。 SysName 

SysLocation "" MIB-IIオブジェクトの SysLocaitonを設定します。 SysLocation 

EnableAuthenTrap 2 MIB-IIオブジェクトの EnableAuthenTrapを禁止／許可 で設定します。 EnableAuthenTrap 

 

＊1    装置ごとに異なります。 

 

 
 

 

詳細設定関連 

 

Webページの 

メニュー名 

工場出荷時 

の設定 

 

説   明 
TELNET時の 

メニュー名 

双方向モード ENABLE 双方向モードに設定することでプリンターより詳細なステータスを取得

することができます。 

Print Port Mode 

リセット出力 ENABLE ジョブキャンセル時にリセット信号の出力をする／しないを設定しま

す。 

Reset Output 

IPv6 ENABLE IPv6機能の有効／無効を設定します。 IPv6 
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E-mail（SMTP関連） 
 
 

Webページの 

メニュー名 

工場出荷時 

の設定 

 

説   明 
TELNET時の 

メニュー名 

基本 

SMTPプロトコルを 

使用する 

DISABLE SMTPプロトコルの動作を禁止／許可します。 SMTP Protocol 

SMTPサーバ名 "" SMTPサーバーのホスト名を設定します。 SMTP Server 

Name 

SMTPポート番号 25 SMTPポート番号を設定します。 SMTP Port 

Number 

送信元アドレス "" 送信元のアドレスを設定します。 From Address 

署名 1行目 "----------

- 

" 

メールの送信メッセージの文末に付加する文字列の内容 を設定しま

す。 

Signature Line1 

署名 2行目 
"FIT PR-

LN1L" 

Signature Line2 

署名 3行目 ＊1 Signature Line3 

署名 4行目 
"----------

- 

" 

Signature Line4 

送信先アドレス設定 

送信先アドレス "" 
送信先のメールアドレスを設定します。 

To Address 

チェック間隔 10 
イベントの記録があるかを一定間隔でチェックします。 

Check 

Interval(min.) 

オフライン OFF 
メール送信トリガとなる条件で、プリンターがオフラインになったとき

メールを送信します。 

Offline 

紙切れ OFF 
メール送信トリガとなる条件で、プリンターの用紙が なくなったとき

メールを送信します。 

Paper Empty 

プリンタ異常 OFF 
メール送信トリガとなる条件で、プリンターに異常が 発生したときメ

ールを送信します。 

Fault 

＊1   装置ごとに異なります。 
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セキュリティ関連 
 
 

Webページの 

メニュー名 

工場出荷時 

の設定 

 

説   明 
TELNET時の 

メニュー名 

基本設定 

SSL ENABLE SSL（Secure  Socket Layer）の動作を禁止／許可します。 SSL 

暗号化方式 ALL データ暗号化アルゴリズムを選択します。 Encryption Mode 

証明書設定 

国／地域コード JP 証明書に使用する国／地域コードを設定します。 － 

都道府県名 Fukushima 証明書に使用する都道府県名を設定します。 － 

市区町村名 Date-shi 証明書に使用する市区町村名を設定します。 － 

組織名 Fujitsu 

Isotec 

Limited. 

証明書に使用する組織名を設定します。 － 

部門名 Peripheral 

Business 

Administra

tion 

Division 

証明書に使用する部門名を設定します。 － 

一般名 PR-LN1L 証明書に使用する一般名を設定します。 － 

メールアドレス "（" なし） 証明書に使用するメールアドレスを設定します。 － 

発行日 可変＊1 証明書に使用する発行日を設定します。 － 

有効期限日 2049/12/ 

31 

証明書に使用する有効期限を設定します。 － 

＊1  発行した日付のため、変化します。 
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プリントサーバーが正常に動作しない、Web Setupで設定ができないなどの障害が発生した場合、自己診断および設定内容の印

刷を行うことをお勧めします。 

 
 

 

 

6 章   困ったときは 
 

この章では、プリントサーバーの導入時に想定される障害、思うように印刷できないときの症状と解決方法を説明します。 

 
 
 
 

 

6-1 導入時の障害 
システムが動作しないときの症状とその原因、対処方法を示します。それぞれの方法に従って対処してください。 

 

症   状 対処方法 

CD-ROMを挿入したがメニューが起動し

ない 

→ お使いのコンピューターが Autorun に対応していない場合は、CD-ROM をセットしても

メニュー画面が表示されません。その場合は、CD-ROM をセットし、ルートディレクト

リー（お使いの CD-ROM が D ドライブなら、D:¥）にある[Setup.exe]を直接実行してく

ださい。 

CD-ROMを紛失した → CD-ROMに収録されている FIT Print Server User Softwareは弊社ホームページよりダ

ウンロードすることができます。 

http://www.fujitsu.com/jp/fit/ 

設定ツール（ FIT Print Server User 

Software）の検索でプリントサーバーが

見つからない 

→ プリントサーバーの Link LEDが点灯しているか確認してください。プリントサーバー

の Link LEDが点灯していない場合、プリントサーバーが正しく接続されていない可能 

性があります。下記内容を確認し、再度設置作業を行ってください。 

１．プリントサーバーを装着したプリンターの電源が ONになっていますか？ 

２．プリンターとプリントサーバーが正しく接続されていますか？ 

３．ネットワークケーブルが正しく接続されていますか？ 

４．ネットワークケーブルは断線していませんか？ 

５．稼動しているプリントサーバーと接続イーサーネットハブ（HUB）の Link LEDが点

灯していますか？ 

６．イーサーネットハブ（HUB）のポートが故障していませんか？ 

７．プリンターの DIPスイッチ 10（DIP SW 10）が ONになっていませんか？ 

８．プリンターでエラーが発生していませんか？ 

または、プリントサーバーの Link  LEDが点灯しているが、設定ツールの検索でプリン

トサーバーが見つからない場合は、下記内容を確認し、コンピューターの設定およびプ

リントサーバーの設定をやり直してください。 

１．プリントサーバーに IPアドレスなどの TCP/IP設定をしていますか？ 

２．ファイアウォールの例外設定に登録しましたか？ 

３．プリントサーバーに設定した IPアドレスは検索しているコンピューターと同じ IP

アドレス帯を使用していますか？ 

４．市販のセキュリティソフトを使っていませんか？ 

自己診断印刷ができない → プリンターが印刷を行う準備ができているか確認してください。（ONLINEランプ点灯

状態（用紙あり、エラーなし）、インターフェースの選択など） 

→ Pushスイッチを２秒以上押していますか？ 

Pushスイッチは５秒程度押してください。 

→  プリントサーバーは動作していますか？ 

Link LEDと Status LEDが消灯している場合は、再度プリントサーバーを取り付けてい

るプリンターの電源を ONにしてください。 

自己診断結果で NGが印字される → 以下の内容を参照して、プリントサーバーが正しく設置されているか確認してくださ

い。 

１．RAM Checkが NGの場合、プリントサーバーがプリンターへ正しく取り付けられて

いない可能性があります。 

２．NIC Checkが NGの場合、プリントサーバーにネットワークケーブルが正しく接続

されていない可能性があります。 

 

http://www.fujitsu.com/jp/fit/
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症   状 対処方法 

プリントサーバーの設定内容が初期化で

きない 

→ 以下の方法で、プリントサーバーの初期化を行うことができます。 

１．Telnetから初期化を行う場合は、「7-2 TELNETについて」の「Reset Settings 

to Defaultsを実行したときの表示例[97]」を参照してください。 

２．Webページから初期化を行う場合は、「5-3 Web Setupによる設定」の「工場出荷

時の設定に戻す」を参照してください。 

３．プリントサーバーは、PUSHスイッチを押しながらプリンターの電源を ONにし、そ

のまま 2秒以上押し続けることで初期化を行うことができます。PUSHスイッチの

操作は「1-1 各部の名称を確認する」の「Pushスイッチの操作」を参照してくだ

さい。 

プリントサーバーを装着したプリンター

の電源を ON にした後、すぐに印刷でき

ない 

→ プリントサーバーはネットワークの接続が確立するまで通信を行えません。プリント

サーバーを装着したプリンターの電源を ONにしてから 30秒ほど待ってから 印刷を行

ってください。 
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6-2 Windows 環境での障害（TCP/IP) 
 

症   状 対処方法 

Webブラウザで指定したプリントサーバ

ーが見つからない 

→IPアドレスが他の機器と重なっていないか確認してください。IPアドレスが重なってい

る場合、プリントサーバーが正しく通信することができません。コマンドプロンプトよ

り、pingコマンド実行後に、「arp -a」コマンドなどを用いて確認してください。 

 

→プリントサーバーの LinkLEDが点灯しているか確認してください。プリントサーバーの

LinkLEDが点灯していない場合、プリントサーバが正しく接続されていない可能性があ

ります。下記内容を確認し、再度設置作業を行ってください。 

１．プリントサーバーを装着したプリンタの電源が ONになっていますか？ 

２．プリンターとプリントサーバーが正しく接続されていますか？ 

３．ネットワークケーブルが正しく接続されていますか？ 

４．ネットワークケーブルは断線していませんか？ 

５．稼動しているプリントサーバーと接続イーサーネットハブ（HUB）の LinkLED

が点灯していますか？ 

６．イーサーネットハブ（HUB）のポートが故障していませんか？ 

７．プリンターの DIPスイッチ 10（DIP SW10）が ONになっていませんか？ 

８．プリンターでエラーが発生していませんか？ 
 

→プリントサーバーの設定内容を初期化し、プリントサーバーの再設定を行ってください。

プリントサーバーは、PUSHスイッチを押しながらプリンターの電源を ONにし、そのまま

2秒以上押し続けることで初期化を行うことができます。PUSHスイッチの 操作は「1-1 

各部の名称を確認する」の「Pushスイッチの操作」を参照してください。 

印刷が行えない（続く） →IPアドレスが他の機器と重なっていないか確認してください。IPアドレスが重なってい

る場合、プリントサーバーが正しく通信することができません。コマンドプロンプトよ

り、pingコマンド実行後に、「arp -a」コマンドなどを用いて確 認してください。 
 

→プリントサーバーの LinkLEDが点灯しているか確認してください。プリントサーバーの

LinkLEDが点灯していない場合、プリントサーバーが正しく接続されていない可能性が

あります。下記内容を確認し、再度設置作業を行ってください。 

１．プリントサーバーを装着したプリンターの電源が ONになっていますか？ 

２．プリンターとプリントサーバーが正しく接続されていますか？ 

３．ネットワークケーブルが正しく接続されていますか？ 

４．ネットワークケーブルが断線していませんか？ 

５．稼動しているプリントサーバーと接続しているイーサーネットハブ（HUB)の

LinkLED）が点灯していますか？ 

６．イーサーネットハブ（HUB)のポートが故障していませんか？ 

７．プリンターの DIPスイッチ 10（DIPSW10）が ONになっていませんか？ 

８．プリンターでエラーが発生していませんか？ 
 

→プリントサーバーのプリンターポート名を確認してください。プリンターのプロパティ

を開き、[ポート]シートの[印刷するポート]で目的のポート名が選択されているか確認

してください。 
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症   状 対処方法 

印刷が行えない（続き） → 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 

 

 

 

 

→ 

 

 

 

 
 

 

→ 

TCP/IPプロトコルを使用している場合、プリントサーバーに割り当てた IPアドレス

に、pingコマンドを使って、応答があるか確認してください。 

 

例）Windows Vista のコマンドプロンプトで Ping を実行する場合 

[スタート] - [すべてのプログラム] - [アクセサリ] - [コマンドプロンプ

ト]をクリックします。  

Ping XXX.XXX.XXX.XXXを実行すると、下記内容が表示されます。 

XXX.XXX.XXX.XXXはプリントサーバーの IPアドレスです。 

（Pingに応答がある場合）  

Reply from 192.168.123.123: bytes=32 time=58ms TTL=253 

Reply from 192.168.123.123: bytes=32 time=58ms TTL=253 

Reply from 192.168.123.123: bytes=32 time=58ms TTL=253 

Reply from 192.168.123.123: bytes=32 time=58ms TTL=253 

（Pingに応答がない場合） 

Request timedout. 

Request timedout. 

Request timedout. 

Request timedout. 

 
Pingコマンドに応答がある場合は、プリンターのプロパティを開き、[ポート]シート

の[印刷するポート]で目的のポート名が選択されているか再度確認してください。ま

た、プリンターの電源を OFFにして、Pingコマンドに応答が無いことを確認してくだ

さい。プリンターの電源を ONにした状態で応答がない場合は、プリンター以外の機

器（コンピューター）と通信できるか確認してください。また、コンピューターおよ

びプリンターの IPアドレスが適切かどうか確認してください。IPアドレスは、コン

ピューターの IPアドレスが「192.168.0.1」のとき、プリンターの IPアドレスは

「192.168.0.2」のようにネットワークの番号帯（セグメント）が一致している必要

があります。プリンターの IPアドレスが「11.22.33.44」のように番号帯が異なる場

合は、一致させるようにしてください。 

 
プリントサーバーに telnetコマンドを実行してログインしてください。プリントサー

バーにログインできない場合、IPアドレスが正しく割り当てられていない可能性があ

ります。プリントサーバーの IPアドレスを確認して、設定内容の変更を行ってくださ

い。 

 

[DHCP/BOOTP]または[RARP]の設定が ENABLE の場合、ネットワーク上に DHCP/BOOTP サ

ーバーまたは RARP サーバが存在していると、IP アドレスの自動 割当を行うので、プ

リントサーバーに設定した IP アドレスが、サーバに書き換えられている可能性があ

ります。サーバーにプリントサーバーの IP アドレスを割り当てられないように、サ

ーバーが存在しないローカルな環境を作成して、プリントサーバーの IP アドレス設

定を行ってください。IP アドレス設定時に「IP アドレスを自動的に取得」のチェッ

クボックスは外してください。 

 
お使いのコンピューターとプリントサーバーのネットワークの番号帯（セグメント）

が異なる場合、プリントサーバーにサブネットマスク、ゲートウェイアドレスの設定

を行う必要があります。Web Setup にてサブネットマスク、ゲートウェイアドレスが

正しく行われているか確認してください。 

→ プリントサーバーのプリンターポート名を確認してください。プリントサーバーのポ

ート名は、任意のポート名の後に「FIT Print Server Port LPR」、「FIT Print 

Server Port IPP」、または「FIT Print Server Port Raw」と記されています。 

印刷中にタイムアウトのダイアログが表 

示される（ポート設定でタイムアウトダ 

イアログ表示をチェックしている場合時 

のみ） 

→ 他の人が大量に印刷していたり、大きなサイズのデータ（高解像度の画像等）を印刷

している時に印刷を行った場合、他の人の印刷が終了するまで印刷ができません。長

時間待たされた場合、タイムアウトが発生してダイアログが表示されます。表示され

たら、再度送信する場合は、「再試行」をクリック、印刷を中止して別のプリンター

に印刷する場合は、「キャンセル」をクリックしてください。 

LPRポートを使用して印刷すると、

12ジョブ目の印刷開始が遅くなる 

→ RFC1179準拠のポート番号（721 ～ 730）は、ポート数に制限があり、11を越える複

数のジョブが Windowsスプーラにスプールされている時は、印刷が遅くなります。再

度ポートを作成し、作成ウィザード内のポート番号の設定で「任意のポート番号 

（1024以降）を使用する」を選択してください。 
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症   状 対処方法 

LPRポートを使用して印刷すると、 

印刷開始が遅くなる 

→ 送信先確認項目にチェックが入っていませんか？プリンターのプロパティを開き、

[ポート]シートの[ポートの構成]をクリックし、ポートの構成シートを開き、[送信

先確認]がチェックされているか確認してください。 

印刷を中断すると、プリンターが 

コマンドエラーとなる 

→ 印刷ジョブを中断し、再度印刷を行うと、プリンターがコマンドエラー（7セグ LED

に“   ”を表示）となる場合は、使用するネットワークポートを「FIT Print 

Server Port LPR」に変更してください。 

印刷中にエラーが発生する → 他の人が大量に印刷していたり、大きなサイズのデータ（高解像度の画像等）を印刷

している時に印刷を行った場合、他の人の印刷が終了するまで印刷ができません。長

時間待たされた場合、タイムアウトが発生してエラーとなる場合があります。その際

は、再度印刷を行ってください。 

IPv6環境で印刷をキャンセルした

時、コマンドエラーとなる 

→ Standard TCP/IP LPRポートのバイトカウントチェックなし、または Rawポートを使

用していませんか？ 

Standard TCP/IP LPRポートのバイトカウントチェックありに変更してください。 
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6-3 その他の障害 
 

症   状 対処方法 

SNMP Trap がホストコンピューターに送

信されない 

→ ルーターを越えた環境に SNMP マネージャーのコンピューターが存在する場合は、ゲー

トウェイアドレスの設定が必要になります。 

SNMP に応答がない → ホストコンピューターに設定されたコミュニティ名と同じコミュニティ名をプリント

サーバーに設定してください。 

設定されているはずだが、IP アドレス

の設定が正しく表示されない 

→ DHCP/BOOTP/ARP/RARP のいずれかによって IP アドレスを設定した場合、プリントサー

バーの動作には反映されますが、プリントサーバーの記憶保存領域には設定されませ

ん。Web Setup または TELNET のシステムステータスには正しく表示されますが、IP

アドレスの設定欄には、プリントサーバーの記憶保存領域に設定されている IP アド

レスが表示されます。 

IP アドレスの設定欄に表示するには、Web Setup または TELNET のいずれかによって

固定した IP アドレスとしてプリントサーバーに手動で設定する必要があります。 

設定した IP アドレスがプリントサー

バーを起動する度に以前の IP アドレ

スに戻っている 

→ DHCP/BOOTP/ARP/RARP によって IP アドレスを設定した場合、プリントサーバーの動作

には反映されますが、プリントサーバーの記憶保存領域へ設定されません。プリンタ

ーの電源を OFF にすることにより、自動的にその IP アドレスは消去されます。次回の

起動時以降もその IP アドレスを用いて起動するには、Web Setup または TELNET のいず

れかによって固定した IP アドレスとしてプリントサーバーに手動で設定する必要があ

ります。 

印刷中にコンピューターの電源を OFF し

て印刷を中断し、再度電源を ON した

後、印刷が再開されるまでに時間がかか

る 

→ 印刷中にコンピューターの電源を OFF し、印刷を中断した場合、再度コンピューター

の電源を ON して印刷を再開させても、プリントサーバーは中断した印刷データの続

きを待つため、印刷が再開されるまでに時間がかかります。印刷中にコンピューター

の電源を OFF し、再度電源 ON した場合は、プリンターの電源も入れ直してくださ

い。 

プリントサーバーまたはプリンターを交

換する場合の注意 

→ PR-LN1L プリントサーバーをご使用の場合、プリントサーバーとプリンターにネット

ワーク設定を記憶する機能が使用できます。この機能は、プリントサーバーが破損し

た場合やプリンターが破損した場合、それぞれを交換することでネットワークに容易

に接続することができる機能です。ネットワーク設定を記憶している条件により、有

効となる設定が以下のように変わり ますのでご注意ください。 

• ネットワークに接続していたプリンターに新しいプリントサーバーを接続すると、

プリンターに保存している設定でネットワーク接続を行います。 

• ネットワークに接続していたプリントサーバーに新しいプリンターを接続すると、

プリントサーバーに保存している設定でネットワーク接続を行います。 

• ネットワークに接続していたプリンターに他のネットワークに接続していたプリン

トサーバーを接続した場合、プリンターに保存している設定でネットワーク接続を

行います。 

• ネットワークに接続していたプリンターに他のネットワークに接続していたプリン

トサーバーを接続し、プリントサーバーが保存しているネットワーク設定で接続し

たい場合は、プリンターに保存しているネットワーク設定の「DHCP/BOOTP」設定を

“OFF”、「RARP」の設定を“OFF”、「IP アドレス」を“0.0.0.0”に変更した

後、プリントサーバーを接続してください。設定の変更はプリンターのユーティリ

ティーである「リモートパネル」を使用します。リモートパネルの詳細については

プリンターのマニュアルを参照してください。ただし、IPv6 環境でプリントサーバ

ーのリンクローカルアドレスを利用している場合は、プリントサーバーを交換する

と、アドレス設定が変更されるため、再設定する必要があります。 
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7 章   技術情報 
 

7-1 仕 様 
 

 

 
 

動作環境条件 

 

 

 

保存環境条件 

 
温度：5℃～ 38℃ 

湿度：25％～ 85％ (RH)（ただし、結露状態でないこと） 

 

 

温度：-25℃～ 60℃ 

湿度：0％～ 90％ (RH)（ただし、結露状態でないこと） 
 

 

適合規格  
VCCI Class-B 

 
 

メモリ  
RAM：8MByte  

FlashROM：2MByte 
 

 

有線ネットワークインターフェース 

 

10BASE-T/100BASE-TX（自動認識）：1ポート 
 

 

その他  
Push スイッチ：1 個  

LED：2 個・Link（緑）・Status（橙） 

 

 

 
 

対応プロトコル  
TCP/IP 

 
 

TCP/IP 部  
ネットワーク層：RARP、ICMP、IP  

セッション層：TCP、UDP 

アプリケーション層：LPD、FTP、TELNET、BOOTP、SNMP、HTTP、SMTP、DNS、IPP、DHCP  

IP アドレスは、設定ユーティリティー等で設定可能 

 ハードウェア仕様            

 ソフトウェア仕様            
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7-2 TELNET について 
IP アドレスの設定終了後、パソコンの TCP/IP ソフトに付属の TELNET を使って、TCP/IP および SNMP などの本製品の各

環境変数の設定を行うことができます。本装置の TELNET は対話型メニュー形式になっており、設定・変更などを簡単に

行うことができます。以下に TELNET 内で表示される各メニュー画面の例を示します。 

 
 

 

 

 

 

 

TELNET でログインすると以下のような画面が表示されます。 

各項目タイトルの［   ］（カッコ）内の番号は、画面で選択した数字を表します。 

 

 

TELNET でログインした場合の表示例         

FIT PR-LN1L Ver.1.0.0 TELNET server 

Copyright Fujitsu Isotec Limited 2016 

login: root 

'root' user needs password to login. 

password: 

User 'root' logged in. 

 

No.  Item Value (level.1) 

---------------------------------------------------------------------- 

1 : Configure General 
2 : Configure TCP/IP 
3 : Configure SNMP 
4 : Configure Security 
5 : Configure Detailed Setting 
96 : Display Status 
97 : Reset Settings to Defaults 
98 : Restart Print Server 
99 : Exit 
Please select(1 - 99)? 

 

 

・ 各設定項目を変更するには、rootユーザーでログインする必要があります。（工場出荷状態では、rootでログインし、パ

スワードは何も入力しないでください。） 

・ TELNETを使った方法では設定できない項目もあります。「5-4 設定値一覧」を参照してください。 

 
 

設定を変更した場合は、変更内容を反映させるために、必ずプリントサーバーをリスタート（ ［99:Exit］で［1:Save and 

Restart］を実行）してください。 
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DNSを実行したときの表示例[2-8] 
 

 

Configure General を実行したときの表示例[1]       

Configure TCP/IP を実行したときの表示例[2]        

No.  Item Value (level.3) 

---------------------------------------------------------------------- 

1 : Primary Server : 0.0.0.0 

2 : Secondary Server : 0.0.0.0 

99 : Back to prior menu 

Please select(1 - 99)? 

No.  Item Value (level.2) 

---------------------------------------------------------------------- 

1 : DHCP/BOOTP : DISABLE 

2 : RARP : DISABLE 

3 : IP Address : 192.168.123.123 

4 : Subnet Mask : 255.255.255.0 

5 : Default Gateway : 192.168.123.254 

6 : Printer Data Transfer Port No. : 12000 

7 : DNS 
8 : SMTP 

99 : Back to prior menu 

Please select(1 - 99)? 

No.  Item Value (level.2) 

---------------------------------------------------------------------- 

1 : Change root Password : "*******" 

2 : LAN Interface : AUTO 

99 : Back to prior menu 

Please select(1 - 99)? 
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SMTPを実行したときの表示例[2-9] 

 

 

 

 

Event to Address1を実行したときの表示例[2-9-4] 
 
 

 

 
 

Advancedを実行したときの表示例[2-9-6] 
 
 

 

No.  Item Value (level.4) 

---------------------------------------------------------------------- 

1 : SMTP Port Number : 25 

2 : Signature Line1 : "---------------------" 

3 : Signature Line2 : "FIT PR-LN1L" 

4 : Signature Line3 : "[84:25:3F:01:1A:10]" 

5 : Signature Line4 : "---------------------" 

99 : Back to prior menu 

Please select(1 - 99)? 

No.  Item Value (level.4) 

---------------------------------------------------------------------- 

1 : To Address : "" 

2 : Check Interval(min.) : 10 

3 : Offline : OFF 

4 : Paper Empty : OFF 

5 : Fault : OFF 

99 : Back to prior menu 

Please select(1 - 99)? 

No.  Item Value (level.3) 

---------------------------------------------------------------------- 

1 : SMTP Protocol : DISABLE 

2 : SMTP Server Name : "" 

3 : From Address : "" 

4 : Event to Address1 
5 : Event to Address2 
6 : Advanced 

99 : Back to prior menu 

Please select(1 - 99)? 
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Configure SNMP を実行したときの表示例[3]       

Configure Security を実行したときの表示例[4]       

Configure Detailed Setting を実行したときの表示例[5]      

No.  Item Value (level.2) 

---------------------------------------------------------------------- 

1 : Print Port Mode : ENABLE 

2 : Reset Output : ENABLE 

3 : IPv6 Function : ENABLE 

4 : Session Timeout : DISABLE 

99 : Back to prior menu 

Please select(1 - 99)? 

No.  Item Value (level.2) 

---------------------------------------------------------------------- 

1 : SSL : ENABLE 

2 : Encryption Mode : ALL 

99 : Back to prior menu 

Please select(1 - 99)? 

No.  Item Value (level.2) 

---------------------------------------------------------------------- 

1 : Authentic Community : "***************" 

2 : Trap Community : "public" 

3 : Trap Address(IP) : 0.0.0.0 

4 : SysContact : "" 

5 : SysName : "FIT-011A10" 

6 : SysLocation : "" 

7 : EnableAuthenTrap : 2 

99 : Back to prior menu 

Please select(1 - 99)? 
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prn1を実行したときの表示例[96-1] 

 

 

 

 
 

systemを実行したときの表示例[96-2] 

 

 

Display Status を実行したときの表示例[96]        

PR-LN1L Version 1.0.0 

Copyright Fujitsu Isotec Limited 2016 

TCP/IP status 

IP address : 192.168.123.123 

Subnet Mask : 255.255.255.0 

Gateway addr : 192.168.123.254 

DNS server(Pri.): 0.0.0.0 

DNS server(Sec.): 0.0.0.0 

IPv6 status 

Address #0000 : FE80::8625:3FFF:FE01:1A10/10 

SMTP status:Disabled 

prn1: 

Ready 

Display Status 

1 : prn1 
2 : system 
99 : Back to prior menu 

Please select(1 - 99)? 
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Reset Settings to Defaults を実行したときの表示例[97]     

Restart Print Server を実行したときの表示例[98]      

Exit を実行したときの表示例[99]          

Exit 

1 : Save and Restart 
2 : Save and Exit 
3 : Exit without Saving 
99 : Back to prior menu 

Restart Print Server 

1 : YES 
2 : NO 

Please select(1 - 2)? 

Reset Settings to Defaults 

1 : YES 
2 : NO 

Please select(1 - 2)? 
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